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関西学院大学には、合計14年間お世話になった。
内訳は、教職教育研究センターに年、文学部に
年、教育学部に年である。関西学院大学での思い
出はたくさんあるが、最も印象深いものとなると、
なんと言っても教育学部臨床教育学科の設置に関わ
ることである。教育学部臨床教育学科には、前史が
ある。2003年の文学部の再編に際して、文学部の教
育学科が総合心理科学科臨床教育学専修として組み
込まれたことがそれである。この時、それまで研究
者や中等学校教員養成に実績のあった教育学科を臨
床教育学専修という名称にして総合心理科学科に所
属する決断をされたのは、清矢良崇教授だった。筆
者は、この臨床教育学専修の設置のために臨床教育
学の担当として文学部に招聘されたが、事前に清矢
先生から臨床教育学の概念とそれに基づいての講義
科目やカリキュラムの構成について相談があった。
2003年月に総合心理科学科臨床教育学専修が発足
し、筆者は文学部に移籍して、そのまま恙なく文学
部で定年退職を迎えるはずだった。ところが、2006
年、にわかに聖和大学と関西学院大学を合併して新
しく教育学部を設置する話が持ち上がり、それに際
して、総合心理科学科臨床教育学専修を教育学部臨
床教育学科として設置するので筆者にも教育学部へ
移籍するよう依頼があった。聖和大学と関西学院大
学との合併は、たまたま聞いていたラジオで知った
し、教育学部の立ち上げも筆者には関係のないこと
と思っていたので、教育学部への移籍の依頼は、ま
さに驚天動地の心境だった。教育学部設置準備にも
関わることになったが、学部や学科の設置は、文部
科学省に提出する趣意書作成のために検討すべきこ
とがたくさんあり、大変な作業であった。とくに臨
床教育学は、新しい学問なので耳慣れないことも
あって、聖和大学（当時）の先生方から、臨床教育
学とは何か、そんな学科が必要なのかという声があ
るというので、学部設置準備委員会で説明を求めら
れたこともあった。臨床教育学は、1988年に京都大
学教育学部に臨床教育学専攻の独立大学院が設置さ
れたことに端を発する。この臨床教育学専攻の設置
は、我が国の教育界に大きな衝撃を与え、その衝撃
の中で本学にも文学部に臨床教育学専修が設置され
たのである。教育学部臨床教育学科の設置に際して
は、京都大学の独立大学院臨床教育学専攻設置の際
の趣意書を参考にしたが、それでも臨床教育学の概
念が明確ではなかったので、改めて、その定義や概
念を捉えなおした上でカリキュラムを考える必要が
あった。幸い文学部総合心理科学科臨床教育学専修
を設置する際、一応のことは考えていたし、文学部
で「臨床教育学」の講義をする必要上、たえず臨床
教育学はどうあるべきかを考え続け、これと関って
臨床教育学のフィールドワークの開拓も行ってきた
ので、教育学部臨床教育学科の設置に際しても、そ
う困ることはなかった。それでも学科の設置には、
専修の設置よりもさらに精緻な計画が求められた。
講義科目の設定やカリキュラムの構想は、やはり有
能で豊かな経験があった清矢教授に負うところが大
きかった。このように苦労してつくり上げた臨床教
育学科であったが、周知のように、文部科学省の指
導によって完成年度で廃止することになった。しか
し、ありがたいことに、教育学部のその後の検討で、
臨床教育学科の主要な講義と研究科の領域は、多少
形を変えて残るようにしていただいた。筆者は、臨
床教育学を「学習面・生活面で課題を抱える子ども
とその親、そして教師の支援についての研究開発と
その具体的方法を追求する学際的な学問」と定義
し、そのために教育人間学、教育相談、特別支援教
育という
分野をその構成要素として考えたが、現
在の教育界の喫緊の課題に応える学問として、この
臨床教育学の構想と方向は間違っていないと考え
る。本年度で教育学部の臨床教育学科の名称は消え
るけれども、そのエッセンス（真髄）は残るので、
今後教育学部として臨床教育学の学びを発展させて
いただけると筆者としてはこれにまさる幸せはな
い。最後に、先生方と職員の方々のこれまでのご厚
情に感謝し、教育学部のますますの発展を願う次第
である。
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